
第問　      　となる自然数 ， を求めよ。

ただし，　とする。

　　式変形によって，      ･  ･  ……

，の偶奇は一致し（ともに偶数またはともに奇数），しかも

より，，はともに偶数である。

　
  

  
……　，は自然数，  　とすると，

　    　となる。の約数は，個）あるが， とな

るのは， の場合を除いた半分の個である。　　

今年は年。毎年のことですが，その年の数に因んだ入試問題が多く出題

されています。それを予想して年頭に問題を作成してみました。

第問　　の約数の個数と約数の総和を求めよ。　　

～までの自然数で，と互いに素である整数の個数を求めよ。

　　　と素因数分解されるので

約数の個数は，個）

約数の総和は，　      

と互いに素である整数の個数

　～までの自然数で，の倍数の個数を  と書くと，求める個数は，

　　                　

　  個）

　となるが，これを一気に計算するのが，「オイラー関数」であり，

　 


  


  
















個

第問　　を計算したとき，末尾にはが何個並ぶか？

　の末尾のの個数は，の組が何個あるかを数えればよいが，

を素因数分解したときに，素因数の個数は素因数の個数をはるかに

上回る。ゆえに，末尾のの個数は素因数の個数と一致する。これを次のよ

うにガウス記号を使って表現する。  は，を超えない最大の整数を表す。

　 



 


 


 


個

　これは「ルジャンドルの定理」に従っている。

 
2022 に因んだ問題を考える 
 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　 ， 
   ， ，   ， ， 

 ，   ，
 ， 

より，， だから，求める自然数の組は，

　　 ，  ， ， ， ，

　　　　　　 ， ，　 ， 　　　　　

第問　，のとき，    をで割った

　余りを求めよ。

　，は　  の解である。より，両辺に  

（は自然数）をかけると，　        

ゆえに，        ，　        

 
    とおくと，        　　          

を法とすると，  ，  


     　

  　より，　      　，

　　　　　　　      　　　，　　

　　　　　　　      ，

      　　以下，これを繰り返す。

，，，…… として，帰納的に　      ，　    　

　  だから，　        　

　　年度　京都大学入試文理共通問題

　    であることを示せ。ただし，  

　を用いてよい。

年度　東京大学入試理系問題

第問　　　  ，    
 　　 ，，，…… 

 ，  は略。　  　  と 
  の最大公約数を求めよ。

第問　，のとき，    の値を求めよ。

　　，は　  の解である。

ところが，　  
     　　　  　となる。

  　
    


だから，，は「の虚数乗根」である。

  


とおくと，

   


  となっている。（かけると，＝  だから）

よって，，は，一方が　　一方が　  　である。

ゆえに，       
 
  

 
  

 
 
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